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防災訓練を
実施します！
防災訓練を
実施します！
防災訓練を
実施します！

▲資機材取扱訓練
　倒木をチェーンソーで裁断

▲煙体験訓練
　煙を吸い込まないよう注意

▲ロープワーク訓練
　応急時の紐の結び方を学ぼう

▲負傷者救護訓練
　ケガした部分の応急手当方法を学ぼう

▲炊出訓練
　非常用保存食を炊出し

▲負傷者搬送訓練
　担架を使わない搬送方法

▲初期消火訓練
　子どもでも消火器は操作できます

▲心肺蘇生訓練
　手順をしっかり覚えましょう

▲バケツを使った消火訓練
　みんなで助け合い、水の入っ
　たバケツをリレーして消火

〈写真は昨年の防災訓練〉

　
９
月
１
日
の
防
災
の
日
に
合
わ
せ
、

次
の
日
程
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
等

多
く
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
地
震
と

し
て
は
、
東
海
地
震
、
神
奈
川
県
西
部

地
震
、
神
縄
・
国
府
津
―
松
田
断
層
帯

地
震
等
が
あ
り
、
い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
状
態
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
す
ば
や
く
的

確
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
防
災
訓

練
に
進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
訓
練
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
率
先
し
て
体
験
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
　
８
月
28
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
同
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
運
動
公
園

　
※
小
雨
決
行

▼
主
な
訓
練

　
・
負
傷
者
救
護
、
搬
送
訓
練

　
・
資
機
材
取
扱
訓
練

　
・
初
期
消
火
訓
練

　
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練

　
・
煙
体
験
訓
練

　
・
炊
出
訓
練
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
な
お
、
駐
車
場
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
で
、
車

を
ご
利
用
の
方
は
で
き
る
だ
け
乗
り
合

わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
防
災
対
策
担
当
　
　
内
線
２
４
１
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大磯町は
東部・西部のどちら？

　
よ
く
テ
レ
ビ
等
で
「
神
奈
川
県
東

部
に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
」
や
「
神
奈
川
県
西
部
に
強

風
・
波
浪
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
」
な
ど
の
言
葉
を
耳
に
す
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
磯
町

は
東
部
と
西
部
の
ど
ち
ら
に
位
置
す

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
正
解
は
、
東
部
で
す
。
よ
く
西
部

と
間
違
え
ら
れ
ま
す
が
、
気
象
情
報

の
区
分
け
で
は
大
磯
町
は
東
部
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
さ

ら
に
細
か
い
分
類
で
は
、
湘
南
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

ニ
ュ
ー
ス
等
で
「
神
奈
川
県
東
部
に

・
・
・
・
警
報
が
」
や
「
神
奈
川
湘

南
に
・
・
・
・
注
意
報
が
」
な
ど
を

耳
に
し
た
ら
、
注
意
す
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
防
災
対
策
担
当
　
　
内
線
２
４
１

西部西部 東部東部西部 東部



　
今
回
公
開
し
た
の
は
、
購
入
・
寄
贈
な
ど
を

経
て
、
町
が
所
有
す
る
作
品
の
一
部
で
す
。
大

家
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
ま
で
の
、
絵
画（
油
彩
・

日
本
画
・
ペ
ン
画
な
ど
）、
陶
磁
器
、
書
、
彫

刻
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
常
時
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
、
収
蔵
庫
に
保

管
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
様
々
で
す
が
、
「
文

化
の
香
り
が
す
る
大
磯
町
」
の
一
端
を
町
民
の

皆
様
に
感
じ
と
っ
て
頂
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
加
山
又
造
、
安
田
靫
彦
、
山
本
丘
人
、

山
本
瑛
幾
、
岡
田
謙
三
な
ど
の
作
品
も
あ
り
ま

す
。
　
ま
た
、
町
ゆ
か
り
の
伊
藤
博
文
と
吉
田
茂
の

二
人
が
町
に
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
文
物
や
書
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
三
井
本
家
、
三
井
高
棟（
た
か
み

ね
）が
建
設
し
た
、
今
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
城
山
荘
の
往
時
の
写
真
も
、
三
井
同
族
会
の

了
解
を
い
た
だ
き
掲
載
し
ま
し
た
。
城
山
荘
は

単
に
建
築
物
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
美
術
的
に
も
価
値
が
あ
る

と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
電
子
美
術
館
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
Ｉ
Ｔ
大
磯
」
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
「
Ｉ
Ｔ
大
磯
」
は
町
の
Ｉ
Ｔ
講
習
を
手
が

け
て
い
る
団
体
で
す
。
今
回
の
ネ
ッ
ト
上
で
の

開
館
は
、
第
一
歩
で
す
。
今
後
も
調
査
・
研
究

を
す
す
め
て
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
電
子
美
術
館
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
か
ら
「
教
育
委
員
会
」
、
「
電
子
美
術
館
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
入
館
で
き
ま
す
。

▼ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.oiso.k

an
ag
aw
a.jp
/

k
y
oik
u
/v
am
/d
b
top
.h
tm
l

　
　
　
　
　

　
（
敬
称
略
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会

　
　
内
線
３
２
３
・
３
２
４

　
町
で
は
、
大
磯
港
と
い
う
資
産
を
最
大
限
に

活
用
し
て
、
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
「
み
な
と
」

空
間
を
形
成
し
、
み
な
と
を
拠
点
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
大
磯
港
み
な
と
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
設
置
に
伴
い
、
次
に
よ
り
協
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
み
な
と
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
積
極
的
に
活
動
を
い

た
だ
け
る
団
体
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
町
内
に
所
在
し
活
動
す
る
次
の

　
団
体

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

○
市
民
活
動
団
体（
規
約
を
有
し
構
成
員
が
５

　
人
以
上
）

▼
応
募
期
限
　

　
８
月
15
日（
月
）必
着

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
、
団
体
名

　
称
、
所
在
地
、
代
表
者
氏
名
、
応
募
動
機
を

　
明
記
の
う
え
、
規
約
を
添
付
し
、
企
画
室（
役

　
場
３
階
）ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

　
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
用
紙
の
配
布
場
所
　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

　
及
び
国
府
支
所
に
置
い
て
あ
る
他
、
町
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

▼
報
酬
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
参
加
の
た
め
、

　
報
酬
等
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

▼
協
議
会
開
催
　
協
議
会
は
、
月
に
１
回
程
度
、

　
平
日
の
昼
間
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
企
画
室
政
策
推
進
担
当

・
　
内
線
２
２
０
・
２
２
１

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
　（
61
）１
９
９
１

・
〒
255
―

８
５
５
５
　
大
磯
町
東
小
磯
183
番
地
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町
で
は
、
第
三
者
に
よ
る
不
正
請
求
や
虚
偽

の
届
け
出
を
防
ぐ
た
め
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
本

等
の
請
求
、
住
所
の
変
更
、
戸
籍
に
関
す
る
届

け
出
に
つ
い
て
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人

確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
運
転
免
許
証
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
顔
写
真
付
）、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
本
人
の
顔
写
真
、
氏
名
が
確
認
で
き
る

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
以
下
の
届
け
出
に
つ
い
て
本
人
確
認

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

◇
後
日
通
知
す
る
届
け
出

　
「
転
入
届
」
「
転
居
届
」
「
転
出
届
」
「
世

帯
変
更
届
」
「
婚
姻
届
」
「
協
議
離
婚
届
」

「
養
子
縁
組
届
」
「
協
議
養
子
離
縁
届
」

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
　
　
内
線
２
７
２
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児
童
扶
養
手
当
と
は
、
母
子
家
庭

の
生
活
の
安
定
を
図
り
、
自
立
を
促

進
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

は
、
次
の
受
給
資
格
要
件
に
あ
て
は

ま
る
児
童（
18
歳
に
到
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）を
監

護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ

っ
て
養
育
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

〈
受
給
資
格
要
件
〉

○
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童

○
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

○
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

○
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

○
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
○
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
場
合
は
、
手
当
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
公
的
年
金
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る

場
合

○
母
に
事
実
上
の
婚
姻
関
係（
内
縁

関
係
）が
あ
る
場
合

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
や
里
親
に

預
け
ら
れ
た
場
合

〈
支
給
額
〉

　
母
親
や
養
育
者
、
同
居
の
扶
養
義

務
者
の
所
得
に
よ
り
支
給
額
が
決
定

し
ま
す
。（
母
お
よ
び
児
童
が
受
け
取

る
養
育
費
の
８
割
が
所
得
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。
）

　
ま
た
、
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
度（
８
月
分
か
ら

翌
年
７
月
分
ま
で
）は
、
手
当
の
全

部
、
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。（
別
表
１
参
照
）

　
支
給
額
は
、
別
表
２
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
一
部
支
給
の
場
合
、
支

給
額
は
所
得
に
応
じ
て
10
円
単
位
で

設
定
さ
れ
ま
す
。
３
人
目
か
ら
児
童

ひ
と
り
増
す
ご
と
に
３
，０
０
０
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
扶
養
親
族
の
数
と
児
童
数
は
一
致

し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
況
届
の
提
出

　
毎
年
８
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
現

況
届
提
出
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方（
支
給
停
止
の
方
も

含
み
ま
す
）は
、
全
員
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
な
い
場
合

は
受
給
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
知
的

障
害
ま
た
は
身
体
障
害
等
の
状
態

（
政
令
で
定
め
る
程
度
以
上
）に
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
に
対
す
る
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
制
度

で
す
。

〈
受
給
資
格
要
件
〉

　
知
的
障
害
も
し
く
は
身
体
障
害

（
中
程
度
以
上
）の
状
態
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
場
合
は
、
手
当
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
場
合

○
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
〈
支
給
額
〉

○
重
度
障
害
児
の
場
合

　
１
人
に
つ
き
月
額
５
０
，９
０
０
円

○
中
度
障
害
者
の
場
合

　
１
人
に
つ
き
月
額
３
３
，９
０
０
円

　
ま
た
、
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
度（
８
月
分
か
ら

翌
年
７
月
分
ま
で
）は
、手
当
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
。（
別
表
３
参
照
）

所
得
状
況
届
の
提
出

　
所
得
状
況
届
は
、
前
年
の
所
得
の

額
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら

翌
年
の
７
月
ま
で
の
手
当
を
支
給
す

る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
、
年

１
回
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
届
出
期
間（
８
月
11
日
〜
９
月
９

日
ま
で
）
を
過
ぎ
る
と
手
当
の
支
給

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
提
出

の
ま
ま
２
年
間
経
過
す
る
と
、「
手
当

を
受
け
る
権
利
」
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
に
所
得
制
限
額
を
超

え
た
た
め
、
手
当
が
支
給
停
止
さ
れ

て
い
た
方
も
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　
　
内
線
３
０
６

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
案
内

の
制
度
案
内

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
案
内

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
案
内

の
制
度
案
内

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
案
内

平成１７年度所得制限限度額（平成１７年８月１日以降）

扶養親族
等の数

配偶者
扶養義務者
孤児等の養育者全部支給 一部支給

母または養育者

０人

１人

２人

３人

４人

１９万円未満

５７万円未満

９５万円未満

１３３万円未満

１７１万円未満

１９２万円未満

２３０万円未満

２６８万円未満

３０６万円未満

３４４万円未満

２３６万円未満

２７４万円未満

３１２万円未満

３５０万円未満

３８８万円未満

扶養親族
等の数

備考請求者 配偶者及び
扶養義務者

０人

１人

２人

３人

４人

４,５９６,０００円
未満

４,９７６,０００円
未満

５,３５６,０００円
未満

５,７３６,０００円
未満

６,１１６,０００円
未満

６,２８７,０００円
未満

６,５３６,０００円
未満

６,７４９,０００円
未満

６,９６２,０００円
未満

７,１７５,０００円
未満

以下、
本人の場合
１人増す
ごとに
３８０,０００円、
配偶者等は
１人増す
ごとに
２１３,０００円
加算。

支給額（月額）

児童数 全額支給 一部支給

１人

２人

３人

４人

４１,８８０円

４６,８８０円

４９,８８０円

以降、児童１人増すごとに、３,０００円加算

４１,８７０～ ９,８８０円

４６,８７０～ １４,８８０円

４９,８７０～ １７,８８０円

別表１

別表２

平成１７年度所得制限限度額（平成１７年８月１日以降）別表３
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「子育て支援センター」ってどんな所？

　「こんなはずじゃなかった」と思ったことがありませんか？
　子育ては、過ぎてしまえば「楽しかった」と思えるかもしれません。しかし、子育て真っ最中の時は、
特別に問題や相談があるわけではないけれど、迷ったり、戸惑ったり…。
　「子どもと二人でいると、怒り過ぎてしまう」、「子どもが人見知りしてしまい、離れてくれないので
くたくた」、「最近、夫と気持ちのすれ違いがあるみたい」などと感じてしまうことも時にはあります。
　子育て支援センターは、行きたい時に訪れ、出会い・交流・情報交換をしながら安心してくつろげる場です。
　夫婦のこと、家庭のこと、自分自身のこと、ちょっと話しにくいことでも、“身近な話し（相談）相手”
の子育てアドバイザーに気軽に話してみませんか。
　もちろん、「子どもを遊ばせる場所がない」、「大人と普通に会話がしたい」、「相談ごとはないけれど…」
という方もどうぞ！！
　気分転換を兼ねて、お子さんと一緒でも、お母さんひとりでもまずは来てみてください。
　電話及びFAXでも受付けていますので、お気軽にご利用ください。

　開館日：毎週月曜日～金曜日
　相談時間：午前９時～午後５時
※つどいの広場の利用時間は午前10時～午後３時
※アドバイザーが研修等により、休館となる場合があり
ますので、休館日は広報お知らせ版及びホームページ
で確認してください。

　ところ：〒259－0103　大磯町虫窪７
　アクセス：JR大磯駅よりバス20分（馬場・虫窪経由二宮
駅北口行き）、｢素心学園前｣バス停で下車し徒歩１分

◎問い合わせ　子育て支援センター　　・　（71）3377

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
。
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

▼
テ
ー
マ

　
「
子
育
て
支
援
を
考
え
る
」

▼
と
き
　
９
月
３
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
神
奈
川
県
中
央
児
童
相

談
所
　
児
童
福
祉
司
　
高
木
聡

さ
ん

◎
問
い
合
わ
せ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施

委
員
会（
福
祉
課
）

　
内
線
３
０
３

　
児
童
虐
待
に
は
、
児
童
に
暴
行
を

加
え
る
な
ど
の
身
体
的
虐
待
、
児
童

に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
や

さ
せ
る
性
的
虐
待
、
児
童
に
食
事
を

与
え
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
に
わ
た

り
自
宅
や
自
家
用
車
の
中
に
放
置
し

た
り
す
る
ネ
グ
レ
ク
ト
、
児
童
に
対

す
る
著
し
い
暴
言
を
発
し
た
り
、
拒

絶
的
な
態
度
で
接
す
る
心
理
的
虐
待

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
、
身
体
的
虐
待
や
性
的

虐
待
は
虐
待
と
認
知
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
「
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
な
い
。
」

「
子
ど
も
を
ひ
と
り
で
い
つ
ま
で
も

遊
ば
せ
て
お
く
。
」
な
ど
の
行
為
は
、

子
育
て
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
、
児
童

虐
待
と
は
思
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
虐
待
は
正
し
く
理
解
し
、
早
期
に

発
見
、
早
期
に
対
応
す
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
周
り
で
、
虐
待
と
思

わ
れ
る
行
為
を
見
か
け
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
庭
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス

や
子
ど
も
と
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談

【
保
健
師
が
対
応
】

・
子
育
て
介
護
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
内
線
３
０
８
・
３
０
９

【
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
対
応
】

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　（
71
）３
３
７
７

　
受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
４
時

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
　
内
線
３
０
５
・
３
０
６
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「訪問販売」
　リフォーム工事
「訪問販売」
　リフォーム工事
「訪問販売」
　リフォーム工事

高齢者が狙われる高齢者が狙われる高齢者が狙われる高齢者が狙われる

契約を急がせる業者には要注意!!

▼
相
談
事
例

あ
る
日
、「
お
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
し
た
会
社
が
倒
産
し
た
。

そ
の
会
社
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
引
き
継
い
だ
。」
と
い
う
業
者
が
来
訪
し
、

無
料
点
検
を
す
る
と
い
う
の
で
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、「
床
下
に
水
漏
れ
が
し
て
い
る
」「
風
呂

場
も
修
理
が
必
要
」
と
工
事
の
契
約
を
急
が

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
業
者
か
ら
毎
日
の
よ
う

に
電
話
が
あ
り
、
夜
遅
く
に
も
来
訪
さ
れ
、

し
か
た
な
く
契
約
し
た
が
、
高
額
だ
し
本
当

に
必
要
な
の
か
疑
問
が
あ
り
解
約
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
70
代
・
女
性
）

「
近
所
の
家
で
浄
化
槽
の
工
事

を
し
て
い
る
。
周
辺
の
家
を
無

料
で
点
検
し
て
い
る
の
で
お
宅

の
浄
化
槽
を
見
せ
て
欲
し
い
」
と
作
業
服
を

着
た
人
が
来
た
。
自
分
の
家
は
最
近
浄
化
槽

の
工
事
を
し
た
ば
か
り
だ
し
、
近
所
で
今
工

事
を
し
て
い
る
様
子
も
無
い
の
で
お
か
し
い

と
思
い
断
っ
た
が
、「
無
料
で
点
検
す
る
」
と

言
っ
て
屋
根
、
外
壁
、
ア
ン
テ
ナ
と
次
々
と

業
者
が
来
る
の
で
、
昼
間
一
人
で
家
に
い
る

の
が
怖
い
。
　
　
　
　
　
　
　（
60
代
・
女
性
）

▼
ア
ド
バ
イ
ス

悪
質
業
者
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
勧
誘
が
目
的
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
無
料
で
点
検
し

ま
す
」「
近
所
で
工
事
を
し
て
い
て
、
気
に
な

っ
た
」
な
ど
と
言
い
、
本
来
の
目
的
を
偽
り

訪
問
し
ま
す
。
床
下
、
屋
根
な
ど
を
見
た
後

「
床
下
が
ひ
ど
い
湿
気
で
腐
っ
て
い
る
」「
地

震
が
来
た
ら
壊
れ
る
」な
ど
と
不
安
に
さ
せ

工
事
の
契
約
を
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　
契
約
は
、
そ
の
場
で
し
な
い
で
、
家
族
や

ご
近
所
の
人
な
ど
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
契
約
を
急
が
せ
る
業
者
や「
○
○

工
事
一
式
」だ
け
で
詳
細
な
見
積
も
り
を
出

さ
な
い
業
者
は
要
注
意
で
す
。
業
者
の
話
は

鵜
呑
み
に
せ
ず
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
依
頼

す
る
時
に
は
、
複
数
の
会
社
か
ら
詳
細
な
見

積
書
を
取
っ
た
り
、
改
修
計
画
図
や
工
程
表

の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、
十
分
検
討
し
ま
し

ょ
う
。

　
訪
問
販
売
の
場
合
は
、
工
事
開
始
後
あ
る

い
は
工
事
完
了
後
で
も
、
契
約
書
を
受
け
取

っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。
契
約
ど
お
り
施
行
さ

れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
ま
で
は
代
金
を
全

額
支
払
わ
な
い
こ
と
、
な
ど
が
大
事
で
す
。

　
い
っ
た
ん
業
者
に
「
点
検
」
さ
せ
て
か
ら
断

る
の
は
大
変
で
す
。
「
無
料
」
と
か
「
見
る
だ

け
」
と
か
言
わ
れ
て
も
必
要
性
を
感
じ
な
い

な
ら
、
最
初
に
断
る
の
が
一
番
で
す
。
来
訪

者
の
身
分
や
目
的
が
わ
か
る
ま
で
、
ド
ア
を

開
け
な
い
な
ど
自
衛
し
ま
し
ょ
う
。

◆
平
成
16
年
11
月
か
ら
悪
質
な
業
者
へ
の
規

制
を
強
化
す
る
た
め
に
特
定
商
取
引
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
訪
問
販
売
を
す
る
際
に
事
業
者
は
、
販
売

目
的
の
訪
問
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
が
、
重
要
な
事
実

に
つ
い
て
言
わ
な
か
っ
た
り
、
嘘
を
言
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が
誤
っ
て
契
約
し
た

場
合
は
、
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
事
業
者
が
嘘
を
言
っ
た
り
、
脅

し
た
り
し
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
妨
害

し
た
場
合
は
、
そ
の
妨
害
が
事
業
者
か
ら
の

書
面
と
説
明
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
ま
で
、
い

つ
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

〔
引
用
　
か
な
が
わ
消
費
生
活
相
談
レ
ポ
ー
ト
〕

　
契
約
な
ど
で
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
こ
ま
れ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
消

費
生
活
相
談（
15
ペ
ー
ジ
）を
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
一
定
の
期

間
内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
は
一
方
的
に
契

約
を
解
除
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
エ
ス
テ
、
語
学
教
室
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
み
な
け
れ
ば
そ
の
内
容
が

わ
か
り
に
く
い
も
の
、
自
宅
や
職
場
に
販

売
員
が
や
っ
て
来
る
訪
問
販
売
な
ど
は
、

法
的
な
要
件
を
満
た
し
た
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
、

契
約
の
解
除
が
可
能
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
３
７

　最近、悪質な住宅リフォーム工事のトラブルが新聞や

テレビで報道され話題になっています。

　平成16年度、神奈川県内の訪問販売に関する相談は

1 0，7 2 3件（平成16年４月～17年２月、未確定）ありました。

その中で「工事・建築」に関する相談が 1，1 4 9 件と最も

多く、その相談者の６割以上が60歳以上なのです。今年

２月には、訪問販売により不当な取引行為を行っていた

住宅リフォーム業者に対し、神奈川県を含む４つの都県

で同時に行政処分を行いました。



7

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
　
　

　
日
頃
、
私
達
は
こ
の
よ
う
な
会
話

は
、
ほ
と
ん
ど
し
な
い
で
す
よ
ね
。

も
し
も
尋
ね
ら
れ
た
ら
…
あ
な
た
は

何
と
答
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
人
は
何
ら
か

の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
も
の
で

す
。
職
場
・
学
校
・
家
庭
の
中
で
様
々

な
ス
ト
レ
ス
に
囲
ま
れ
な
が
ら
過
ご

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ス
ト
レ
ス
の
強

さ
の
感
じ
方
は
、
人
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
が
あ
ま
り
に
も
強
い
事

柄
や
、
つ
ら
く
て
も
頑
張
り
続
け
て

い
る
と
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
出
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
多
く
み
ら
れ
る
症
状
を
あ
げ
て
み

ま
し
た
。
い
く
つ
も
の
症
状
が
で
て

い
た
り
、
繰
り
返
し
起
き
た
り
、
ず
っ

と
症
状
が
続
い
て
い
る
時
は
心
配
で

す
。
た
だ
、
身
体
の
具
合
が
悪
く
な
っ

て
症
状
が
で
て
い
る
の
か
、
ス
ト
レ

ス
か
ら
き
て
い
る
も
の
な
の
か
を
見

極
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
心
配
な

時
は
、
一
度
、
主
治
医
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

心
の
疲
れ
を
癒
す
に
は

●
ゆ
っ
く
り
深
呼
吸
を
し
て
み
る

●
森
林
浴

●
香
り
に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

●
好
き
な
音
楽
を
聴
く

●
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る

●
快
適
な
入
浴（
ぬ
る
め
の
湯
な
ど
）

　
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
５
分
位
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
「
自
分
の
好
き
な

こ
と
」
「
ほ
っ
と
す
る
時
間
」
を
一

日
の
う
ち
の
ど
こ
か
で
過
ご
す
と
、

心
身
の
疲
れ
が
癒
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
周
り
の
大
切
な
人
た
ち
の
ふ

と
し
た
『
こ
こ
ろ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
』

に
も
気
づ
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ね
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
高
橋
　
　
内
線
３
０
８

身体面 精神面

●肩や首筋がこり続
けている

●背中や腰が痛む
●疲れやすい
●前日の疲れが朝ま
で残っている

　　　　　　　など

●イライラする
●気持ちにゆとりが
ない
●寝つきが悪い、　
眠りが浅い
●何もする気がしない
　　　　　　　など

　
毎
年
、
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
」
及
び
「
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
」
の
負
担
割
合
を
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
、
判
定
し
て
い
ま
す（
８

月
１
日
を
基
準
日
と
す
る
）
。

　
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
方
に
は
、

７
月
中
に
新
し
い
受
給
者
証
が
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
負
担
割
合
に
変
更
が
な
い

場
合
は
、
新
し
い
受
給
者
証
は
郵
送

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
、
お
持
ち

の
受
給
者
証
を
引
き
続
き
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
受
給
者
証
が
送
付
さ
れ
て

き
た
方
は
、
変
更
前
の
古
い
受
給
者

証
を
８
月
１
日（
月
）以
降
に
役
場
本

庁
舎
、
ま
た
は
国
府
支
所
へ
必
ず
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
民
課

　
　
内
線
２
７
４
・
２
４
７

寝たきり等一定の障害
のある65歳以上の人

70歳
以上
の人

昭和７年10月
1日以降に生
まれた人

国民健康保
険高齢受給
者証

すべての方に受給
者証を送付
８月１日までに
届かない場合は、
ご連絡ください。

負担割合が変更に
なった方だけに、
受給者証を送付

医療証など
の名称　　

送付される方対　象　者

老人保健医
療受給者証

老人保健医
療受給者証

昭和７年９月
30日以前に
生まれた人

医療証が送付される方

　
入
院
し
た
時
、
そ
の
食
事
代
は
、

診
療
費
と
は
別
に
、
自
己
負
担
の
対

象
と
な
り
ま
す
。（
表
の
と
お
り
）

　
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
申
請
す
る
と
自
己
負
担
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
時
に
持
参
す
る
も
の

・
保
険
証

・
医
療
受
給
者
証（
老
人
保
健
該
当

　
者
の
み
）

・
印
鑑

・
過
去
90
日
以
上
の
入
院
が
わ
か
る

　
領
収
書（
長
期
入
院
該
当
者
の
み
）

※
な
お
、
平
成
17
年
１
月
１
日
以
降

に
大
磯
町
に
転
入
し
た
方
は
、
１

月
１
日
現
在
で
お
住
ま
い
の
住
所

地
の
非
課
税
証
明
書（
世
帯
全
員
）

が
必
要
で
す
の
で
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
民
課

　
　
内
線
２
７
４
・
２
４
７

入院時食事代の標準負担額（１日当たり）

※１…70歳以上又は老人保健で医療を受ける人で、
　世帯全員が住民税非課税の人

※２…70歳以上又は老人保健で医療を受ける人で、
　世帯全員が住民税非課税の人、かつ各収入等から
　必要経費・控除を差し引いた所得が０円になる世
　帯に属する人

一般（下記以外の人）

90日までの入院 650円

780円

500円

300円

住民税非課税世帯

低所得Ⅱ※1

低所得Ⅰ※2

過去12ヶ月で
90日を超える入院



「
歩
行
中
の
留
意
事
項
」

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
の

方
も
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
加
齢
と
と
も
に
視
力
や

聴
力
が
衰
え
視
野
が
狭
く
な
っ
た
り
、

手
足
の
動
作
が
鈍
く
な
る
方
も
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
歩
行
速
度
が

遅
く
な
っ
た
り
、
危
険
の
発
見
や
回

避
が
遅
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
と
っ
さ
の
行
動
が
取
れ
な
く

な
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
無
理
の

な
い
行
動
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〈
事
故
に
遭
わ
な
い
歩
き
方
〉

１
　
背
筋
を
伸
ば
し
周
囲
に
広
く
目

を
向
け
て
歩
く
。

２
　
歩
道
や
路
側
帯
、
そ
れ
ら
が
な

い
場
合
は
道
路
の
右
端
を
歩
く
。

３
　
横
断
歩
道
や
信
号
機
の
あ
る
安

全
な
場
所
で
横
断
す
る
。

４
　
信
号
が
青
で
も
急
い
で
渡
ら
ず
、

次
の
青
信
号
ま
で
待
つ
ゆ
と
り
を

持
つ
。

５
　
信
号
機
の
な
い
場
所
で
横
断
す

る
と
き
は
道
路
を
直
角
に
渡
る
。

（
斜
め
横
断
は
横
断
距
離
が
長
く

な
り
危
険
で
す
。
）

６
　
遠
く
に
見
え
て
も
車
は
す
ぐ
に

接
近
し
ま
す
。
「
ま
だ
大
丈
夫
」

と
考
え
て
横
断
し
な
い
。

７
　
黄
色
、
白
な
ど
の
明
る
い
色
の

服
を
着
る
。
反
射
材
を
身
に
付
け

る
の
も
効
果
的
で
す
。

８
　
夜
間
、
信
号
機
の
な
い
所
で
横

断
す
る
と
き
は
、
道
路
照
明
の
あ

る
明
る
い
場
所
で
横
断
す
る
。

　
　
サ
ン
ダ
ル
な
ど
の
転
び
や
す
い

履
物
で
の
外
出
は
避
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
６
６

　
大
磯
警
察
署
　
　（
72
）０
１
１
０

8

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

　（
社
）全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
で
は
、
交
通
安
全
の
啓
発
や
交
通

事
故
防
止
を
目
的
に
、
市
町
村
を
リ

レ
ー
し
て
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
大
磯
町
、
二
宮
町
エ
リ
ア
で
は
、

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
８
月
23
日（
火
）午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ
　
二
宮
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
ラ
デ
ィ
ア
ン
」

▼
内
容
　
交
通
安
全
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
及
び
神
奈
川
県
警
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
６
６

神奈中路線バ神奈中路線バス ダイヤ改正のお知らせダイヤ改正のお知らせ神奈中路線バ神奈中路線バス ダイヤ改正のお知らせダイヤ改正のお知らせ神奈中路線バス ダイヤ改正のお知らせ
磯01系統（大磯駅～馬場・虫窪～二宮駅北口）

　
６
月
22
日（
水
）、
厚
木
市
の
県
消

防
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
県
下

消
防
救
助
技
術
指
導
会
に
、
町
消
防

本
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
指
導
会
は
、
災
害
を
想
定
し

て
設
け
ら
れ
た
各
種
目
に
お
い
て
、

救
助
隊
員
が
活
動
の
安
全
性
・
確
実

性
・
迅
速
性
を
競
う
も
の
で
、
県
下

27
消
防
本
部
の
救
助
隊
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
町
消
防
本
部
は
、
陸
上
種
目
の

「
ほ
ふ
く
救
出
」、
水
上
種
目
の
「
複

合
検
索
」
の
２
種
目
に
出
場
し
、「
ほ

ふ
く
救
出
」
に
お
い
て
、
参
加
40
チ
ー

ム
の
中
で
１
位
と
な
り
、
７
月
20
日

に
開
催
さ
れ
る
関
東
地
区
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。関
東
地

区
大
会
で
も
好
成
績
を
目
指
し
、
訓

練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
消
防
署
　
　（
61
）０
９
１
１

県
下
消
防
救
助
技
術
指
導
会
へ
出
場

県
下
消
防
救
助
技
術
指
導
会
へ
出
場

県
下
消
防
救
助
技
術
指
導
会
へ
出
場



9

　
「
短
期
滞
在
」
等
で
働
く
こ
と

が
認
め
ら
れ
な
い
在
留
資
格
の
外

国
人
を
雇
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
日
本
に
不
法
に
滞
在
す
る
外
国

人
は
、
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在

で
約
24
万
人
と
推
定
さ
れ
、
そ
の

多
く
は
不
法
就
労
し
て
い
る
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
法
就
労
す
る
来
日
外
国
人
は
、

労
働
面
だ
け
で
な
く
、
風
俗
、
治

安
な
ど
色
々
な
面
で
、
様
々
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
来
日
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、

必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
や
外
国
人
登
録

証
明
書
等
を
確
認
し
て
、
在
留
資

格
を
確
認
し
ま
し
よ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
大
磯
警
察
署

　
　（
72
）０
１
１
０

来
日
外
国
人
の

来
日
外
国
人
の

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を
！！！！

来
日
外
国
人
の

来
日
外
国
人
の

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を
！！！！

来
日
外
国
人
の

来
日
外
国
人
の

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を
！！！！

来
日
外
国
人
の

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を
！！

〜 

大
磯
警
察
署
か
ら
の
お
願
い 

〜

○
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
散
歩
の
時
は
必
ず
綱
を
つ

な
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
は
、
飼
い
主

が
責
任
を
も
っ
て
片
付
け
、
自
宅

に
持
ち
帰
っ
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○
猫
が
む
や
み
に
他
人
の
土
地
に
入

ら
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
猫
に
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
ま
し

ょ
う
。

※
野
良
猫
に
対
し
て
、
む
や
み
に
エ

サ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
エ
サ
を
与
え
て
か
わ
い
が
る

の
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
猫
と
し
て

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　（
72
）４
４
３
８

　
不
幸
な
命
を
生
ま
な
い
た
め
に
飼

猫
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
。
　
町
で
は
、
飼
猫
に
不
妊
・
去
勢
手

術
を
行
っ
た
飼
養
者
の
方
へ
、
申
請

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
費
用
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
飼
猫
の
不
妊
・
去
勢
手

術
を
行
っ
た
飼
養
者

▼
助
成
額

・
不
妊
手
術
…
１
匹
３，
０
０
０
円

・
去
勢
手
術
…
１
匹
２，
０
０
０
円

▼
申
請
限
度
数

　
５
匹
ま
で

※
飼
養
者
と
そ
の
世
帯
の
方
が
平
成

18
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
で
き

る
合
計
匹
数

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
手
術
費
の
領
収
書

・
愛
猫
登
録
証

・
印
鑑

▼
申
請
場
所

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
役
場

町
民
課

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　（
72
）４
４
３
８

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

　
町
で
は
、
今
年
の
９
月
１
日
現
在

で
77
歳
、
80
歳
、
88
歳
、
99
歳
、
100

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
敬
老
祝
商

品
券
を
贈
呈
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の

商
品
券
を
取
扱
う
店
舗
等
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
中
に
登
録
済
み
の

店
舗
等
は
、
引
続
き
登
録
が
継
続
さ

れ
ま
す
。

▼
登
録
資
格
　
町
内
に
店
舗
等
が
あ

る
事
業
者

▼
登
録
申
請
期
間
　
８
月
１
日（
月
）

〜
８
月
25
日（
木
）

▼
登
録
方
法

・
所
定
の
登
録（
変
更
）申
請
書
に
よ

り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
登
録
に
際
し
て
は
、
会
社
印
・
代

表
者
印
・
振
込
先
口
座
等
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

・
申
請
書
は
町
商
工
会
、
役
場（
子

育
て
介
護
課
）で
受
け
取
り
で
き

る
他
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
り
出
せ
ま
す
。

▼
申
請
書
提
出
先
　
商
工
会
ま
た
は

子
育
て
介
護
課

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課
　

　
　
内
線
３
１
４
〜
３
１
６

　
商
工
会
　
　（
61
）０
８
７
１

　
平
塚
市
、
秦
野
市
、
伊
勢
原
市
、

大
磯
町
、
二
宮
町
の
３
市
２
町
と
神

奈
川
県
で
構
成
す
る
湘
南
西
ブ
ロ
ッ

ク
ご
み
処
理
広
域
化
調
整
会
議
で
は
、

ご
み
処
理
広
域
化
の
実
現
の
可
能
性

に
つ
い
て
平
成
15
年
度
・
16
年
度
の

２
ヵ
年
で
調
査
を
行
い
、
そ
の
調
査

結
果
を
ま
と
め
た
最
終
報
告
書
に
対

し
、
住
民
の
意
見
募
集
を
今
年
の
３

月
に
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
そ
の
意
見
に
対
す
る

調
整
会
議
の
考
え
方
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場

１
階
・
国
府
支
所
）
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　（
72
）４
４
３
８

「
ご
み
処
理
広
域
化
実
現

可
能
性
調
査
最
終
報
告
」

に
関
す
る
意
見
と
回
答
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大
磯
小
学
校
は
、
５
月
17
日
・

18
日
・
20
日
に
、
国
府
小
学
校
は

６
月
23
日
・
24
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

西
小
磯
と
国
府
本
郷
の
下
水
道
幹

線
工
事
の
推
進
立
抗
の
工
事
現
場

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
の
し
く
み
に
つ
い
て
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
細
い

階
段
を
下
り
、
下
水
道
工
事
を
し

て
い
る
現
場
を
見
学
し
た
り
、
地

上
に
置
い
た
下
水
道
管
の
中
を
く

ぐ
っ
て
み
た
り
、
管
を
ど
う
や
っ

て
工
事
す
る
か
な
ど
具
体
的
な
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　
小
学
生
は
、
現
場
の
様
子
に
感

心
し
た
り
、
大
き
な
下
水
管
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課

　
　
内
線
２
２
４

下
水
道
工
事
現
場
見
学

下
水
道
工
事
現
場
見
学

下
水
道
工
事
現
場
見
学

　
今
回
は
、
６
月
５
日（
日
）の
旧
安

田
別
荘
公
開
と
湘
南
ビ
ー
チ
マ
ラ
ソ

ン
、
６
月
12
日（
日
）の
子
ど
も
サ
ン

デ
ー
教
室
①
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

旧

安

田

別

荘

公

開

　
僕
は
旧
安
田
別
荘
に
行
き
ま
し
た
。

去
年
も
行
っ
た
け
れ
ど
、
今
年
は
団

体
旅
行
の
お
客
さ
ん
が
と
て
も
多
く

て
、
色
々
な
建
物
の
前
で
ガ
イ
ド
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
話
を
熱

心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　
あ
ぜ
く
ら
づ
く
り
の
建
物
の
周
り

に
は
ツ
ツ
ジ
が
咲
い
て
い
て
、
眺
め

て
い
た
ら
と
て
も
暑
く
感
じ
た
け
れ

ど
、
少
し
登
っ
た
山
の
部
分
に
あ
る

亀
に
乗
っ
た
善
次
郎
像
の
前
は
涼
し

く
て
、
時
間
を
か
け
て
亀
の
絵
を
描

き
ま
し
た
。

　
お
弁
当
を
食
べ
て
い
る
観
光
客
の

人
も
い
て
、
静
か
で
の
ん
び
り
で
き

る
所
な
の
で
、
来
年
も
公
開
さ
れ
た

ら
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
口
健
太
）

湘
南
ビ
ー
チ
マ
ラ
ソ
ン

　
二
宮
の
梅
沢
海
岸
を
ス
タ
ー
ト
し

た
大
勢
の
人
と
一
緒
に
、
僕
も
２
キ

ロ
コ
ー
ス
に
参
加
し
、
砂
浜
を
思
い

っ
き
り
走
り
ま
し
た
。

　
走
っ
て
い
る
途
中
で
砂
が
足
を
つ

か
む
よ
う
な
重
い
感
覚
が
あ
っ
た
け

れ
ど
、
去
年
よ
り
も
早
く
完
走
す
る

こ
と
が
で
き
、
終
わ
っ
た
後
に
食
べ

た
磯
汁
が
疲
れ
を
取
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
　
来
年
は
中
学
生
に
な
る
の
で
、
５

キ
ロ
コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
齋
藤
啓
太
）

子
ど
も
サ
ン
デ
ー
教
室
①

地
震
は
な
ぜ
起
き
る
の
　

　
去
年
は
新
潟
県
中
越
地
震
が
起
こ

り
、
家
が
壊
れ
た
り
し
て
、
た
く
さ

ん
の
被
害
に
あ
っ
た
人
た
ち
を
テ
レ

ビ
で
見
て
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
今
年
も
各
地
で
地
震
が
起
き
て
い

る
の
で
、
今
回
の
教
室
に
関
心
が
あ

り
、
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
で
工
作
し
た
り
し
て
、

地
震
の
こ
と
は
良
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
　
地
震
が
来
た
時
に
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
、
来
る
前
に
何
を
し
た
ら
い

い
の
か
、
今
後
も
考
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
齋
藤
亜
里
沙
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
企
画
室
　
　
内
線
２
０
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く

れ
る
こ
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▲ボランティアから説明を受け、
　亀の絵を描く山口君

▲完走を果たした齋藤君

▲地震について話し合う
　齋藤さんと山口君

▲下水道管の大きさを体験!!　管の中をくぐる小学生

?!



　
さ
あ
、
湘
南
ひ
ま
わ
り
号
に

乗
っ
て
、
列
車
の
旅
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

　
障
害
を
持
つ
方
と
一
緒
に
、

楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、

障
害
者
と
健
常
者
と
の
交
流
を

深
め
る
一
日
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
９
月
11
日（
日
）

▼
行
き
先
　
昭
和
記
念
公
園

▼
乗
車
駅
　
平
塚
・
茅
ヶ
崎
・
藤
沢

▼
参
加
費
　
大
人
　
２
，０
０
０
円

　
高
校
生
・
中
学
生
　
１
，０
０
０
円

　
小
学
生
　
５
０
０
円

▼
募
集
人
員
　

　
障
害
者
・
同
伴
　
３
０
０
人

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
２
０
０
人

▼
締
切
り
　
８
月
22
日（
月
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
湘
南
実
行
委
員
会

事
務
局
　
須
藤
宅
　
　（
34
）６
３
０
０

　
暑
く
て
長
い
夏
休
み
。
ぜ
ひ
、
図
書
館
に

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
図
書
の
展
示

　
宿
題
の
自
由
研
究
に
役
立
ち
そ
う
な
本
を

集
め
ま
し
た
。
早
め
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
と

り
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
課
題
図
書
も
揃
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
期
間

が
ひ
と
り
１
冊
１
週
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
約
は
ひ
と
り
１
冊
ず
つ
の
受
付
で
、
連
絡

を
受
け
た
ら
３
日
以
内
に
借
り
に
き
て
く
だ

さ
い
。

◎
こ
ど
も
映
画
会

　
８
月
２（
火
）・
３
日（
水
）に
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
広
報
お
知
ら
せ
版
や
館
内
の
ポ
ス

タ
ー
、
ち
ら
し
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

◎
学
習
室

　
夏
休
み
限
定
で
大
会
議
室
を
学
習
室
と
し

て
開
放
し
ま
す
。
持
ち
込
み
資
料
で
の
自
習

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
で
き
る
日
は

館
内
の
ポ
ス
タ
ー
、
ち
ら
し
を
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
図
書
館
　
　（
61
）３
０
０
２

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
利
用
時
間･･･

平
日
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
６
時
50
分
、
土
・
日
・
祝
日
は
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
50
分
。
図
書
館
本

館
２
階
ロ
ビ
ー
に
て
。

◎
大
磯
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
展

○
と
き
　
８
月
２
日（
火
）午
後
２
時
〜
14
日

（
日
）午
後
２
時

○
内
容
　
写
真
の
展
示

◎
問
い
合
わ
せ

　
國
吉
　
　（
61
）３
４
２
４

◎
大
磯
に
ア
ラ
イ
グ
マ
っ
て
い
る
の
！？

　
〜
外
来
生
物
ア
ラ
イ
グ
マ
問
題
展
示
会
〜

○
と
き
　
８
月
16
日（
火
）午
後
１
時
〜
31
日

（
水
）午
後
５
時

○
内
容
　
大
磯
町
の
自
然
と
外
来
生
物
の
問

題
に
つ
い
て
の
写
真
と
パ
ネ
ル
展

◎
問
い
合
わ
せ

　
城
谷
　
　（
080
）５
１
８
９
―

５
９
２
２

みんなでいろいろな
スポーツを体験してみませんか？

　とき　１０月２日（日）　１０：００～１５：００
　ところ　運動公園
　持物　運動のできる服装
※詳細については、次号広報（9月号）でお知らせします。
◎問い合わせ　生涯学習課　　内線３２４

　子どもたちに大人気のエアートランポリン、

テレビでおなじみのサッカーナイン、ストラッ

クアウト、ベルマーレのサッカー教室にソフト

ボール教室、インストラクターによるテニス教

室、グラウンドゴルフなど、やってみたかった

スポーツがいっぱい。

　家族そろって、友達を誘って、１日運動公園

でスポーツにチャレンジしてみませんか。

　好きな時間に好きなスポーツに参加できます。

▲無人撮影装置にて撮影

湘
南
ひ
ま
わ
り
号

湘
南
ひ
ま
わ
り
号

湘
南
ひ
ま
わ
り
号

湘
南
ひ
ま
わ
り
号

湘
南
ひ
ま
わ
り
号

友
情
列
車

友
情
列
車

友
情
列
車

友
情
列
車

友
情
列
車
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子どもサンデー教室③の開催
《めんこを作って遊ぼう》

夏休み親子教室
「牛乳パックでつくろう」からくり絵本

収蔵資料展
～戦時下のくらし～

子育てひろば
「子育てぱんだ」

食事からの健康づくり相談

中地区児童・生徒が語り合う集い

12

Ｂウェーブ



女性の健康相談

食べて・動いて健康教室     

まず、あなたの主治医の都合を聞いた
上でご利用ください。
　診療時間厳守　・午前９時～１２時
　　　　　　　　・午後２時～５時

休日当番医は、都合により変更となる

場合がありますので、事前に消防署へ

ご確認ください。

◎問い合わせ

　大磯町消防署　　（６１）０９１１

　二宮町消防署　　（７２）００１５

8月の日程表

休日急患診療　在宅当番医

日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話

山田医院 61－1625大磯町大磯930内21 日

西山クリニック 71－1212二宮町二宮1285－1内・外・循・消14 日

前田医院 71－0214二宮町二宮337内・小7 日

百合が丘クリニック 73－0082二宮町百合が丘2－1－2内・呼・消・循・麻28 日

13

ファミリー教室の開催
～子育て中のパパ・ママカルチャー～

こころの健康相談

認知症(老人性痴呆疾患)相談



※乳がん・子宮がん検診は保育あり。（午前中）    
◎申込受付…８月８日（月）から　8：30～17：00（土日・祝日を除く）    
問・申　子育て介護課　　内線３０８   

はじめての人の茶道教室

14

第４３回町民卓球大会(団体戦)第１７回秋季町民ゴルフ大会

火事と救急
6月の出動状況

消防車…14件（火災出動0、救助出動1、警戒出動0、その他出動13）
救急車…110件（急病59、交通事故18、一般負傷18、その他15）

骨太体操講習会
月

8月

日（曜日） 時　　間 場　　　所

 1 日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

 9 日（火） 14：00～15：30

国府支所11日（木） 13：30～15：00

ふれあい会館

22日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

23日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

9月

 5 日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

 6 日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

12日（月） 13：30～15：00 国府支所

26日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

27日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

検診項目 場　所

保健
センター

検診日 受付時間

午前 9 ：00～10：30
午後 1 ：00～ 2 ：00

料　金

800円

視触診のみ　　500円
視触診・
マンモグラフィ　1,200円

定　員

先着100名（午前・午後各50名）
※20歳以上の女性対象

※30歳～39歳の女性：視触診のみ
　（午前・午後 各20名）
※40歳以上の女性：視触診とマン
モグラフィ
　（午前・午後 各30名）

乳がん
9月20日（火）

子宮がん

※申込み不要・直接会場へ
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小児慢性特定疾患医療
給付継続手続き

会議開催のお知らせ

相　談　名 相 談 内 容 等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

人 権 相 談 家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

行 政 相 談
年金・医療保険・登記・道路・行政機関
の窓口対応など国の行政に対する苦
情・意見・要望等

法律相談（予約制） 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日常生活の中の法律的な問題

消費生活相談
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざ
まな悩み、相談

電話教育相談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

１８日（木）
１３時～１６時

１１日（木）１８日（木）
１３時～１６時

１６日（火）
１３時～１５時３０分

毎週月曜日～金曜日
９時～正午
１３時～１６時３０分

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は毎
月１日からです。（１日が
土・日・祝日の場合は、
翌日または翌々日）

福祉センター
「さざれ石」

社会福祉協議会
　（６１）９３９０

大磯町適応指導教室（町立小磯幼稚園内）
　　（６１）８７９５

地域協働課
　内線２３７

相談のご案内［8月］

気象情報
6月

最高気温　35.3度　　最低気温　15.8度　　平均気温　21.9度
総雨量　157.5mm

平塚市消費生活センター
平塚市八重咲町３番３号
JAビルかながわ２階
　　（２１）７５３０
※無料の駐車場はありません。

かながわウィークエンド
　　　　　　消費生活相談
　　０４５（３１４）５５８６
※電話相談のみとなります。

９時３０分～正午
１３時～１６時
（ただし、祝日は除きます）

１０時～１６時
（ただし、年末年始及び施
設管理上実施できない日
を除きます。）

月
〜
金

土
日

第１４回町民春季
男子ソフトボール大会の結果

第１７回
町民バレーボール大会の結果
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人口 32,572（＋38）　男 15,874（＋12）　女 16,698（＋26）
世帯 11,821（＋22）　（　）は前月比

町の人口と世帯
７月１日現在

（
評
）紬
は
糸
の
風
合
い
が
織
り
の
表
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。高

級
だ
け
れ
ど
も
、飾
り
気
の
少
な
い
素
敵
な
織
物
で
す
。そ
の

帯
を「
ゆ
る
り
と
締
め
ぬ
」、つ
ま
り
、窮
屈
な
の
は
い
や
、と
い

う
わ
け
で
す
。こ
の
下
句
の
具
体
的
な
事
物
と
し
ぐ
さ
が
、

上
句
の「
平
凡
が
好
き
と
生
き
き
て
」
と
い
う
作
者
の
生
き

方
に
実
に
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
せ
ん
か
。歌
の
様
式
を
よ
く
心
得

ら
れ
た
一
首
で
す
。

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏

　
経
済
観
光
課
　
　
内
線
２
６
４

今
月
の
短
歌

　おおいし　ともか
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●白キス投釣大会
　　（6月12日）

　　広報カメラマン
　　千葉さん撮影

●城山公園の城山庵（7月7日）

　　広報カメラマン 近藤さん撮影

●海開き（7月3日）

恒例となっている神輿の海入り

　　広報カメラマン 近藤さん撮影

海水浴場開設中の安全を祈願

　　広報カメラマン 吉村さん撮影

梅雨の嵐の翌日、照ヶ崎海岸にアオバトが
海水を飲みに来ました。

茶室（城山庵）前に七夕飾りが飾り付けられました。

　　広報カメラマン 近藤さん撮影

●アオバト飛来（7月10日）


